
若者まちづくり会議    （H28-第2回）を開催しました 

 自由な雰囲気で意見が言える場をつくり、若い人たちの新たな視点
や発想を市政に反映させる機会を増やそうと始まった「若者まちづくり
会議（わかまちカフェ）」も今年で4年目。今年度第2回目を開催しました。 

 今回は第2回目に向けて第1回目で出た内容に対して「現状はどう
なっているか」を聞き出すため、実際にまちに出てアンケート調査を行
ない、その結果から、「南魚沼市の将来のために若者ができること」を
テーマにワールドカフェ方式でワークショップを行ない、近い将来（5年
後）を想定し具体案を出し合いました。 

  

 

2.本日のワークショップの説明 
 ファシリテーターの（一社）まちネット育ちの種 川島亜紀子さんから今日の会議の進め方、
ワークショップ（ワールドカフェ方式）のやり方やその効果について説明していただきました。 

平成28年11月12日（土）ふれ愛支援センターにて 

1.わかまちカフェのこれまでの取組み・今回のテーマの趣旨説明 

 事務局から、わかまちカフェの取り組み経過とどのように進めてきたか、何故このような
取り組みが必要かなどについて説明がありました。 
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５．ファシリテーターまとめ 
◆ファシリテーターの川島亜紀子さんから
全体のまとめの説明と交流会開催の予告
があり、第二回目は終了。 

 ワークショップの開始に先立ち、アンケート結果をまとめた表から、参加者の関心のある
テーマをシール投票にて選びました。（一人5枚程度のシールを貼る） 

 多くシールの貼られた、11個のテーマを選びました。このテーマを4テーブルに振り分け
ました。 

 スタッフが手分けして選ばれたタイトルをテーブルの模造紙に書き込み、テーマに対す
る現状を付箋に書いて貼りました。 

 準備が整い、いよいよワークショップの開始です。 
 

３.ワークショップの開始です 
◆ラウンド１「テーマに対してどんな5年後を予測しますか？」→付箋に書き込み、貼り付けてい
きます。 
◆ラウンド２「テーマに対して課題、具体策、意見などありましたら教えてください」→付箋の色
分け（課題→赤、具体策→黄色、意見→青など）に書き込み、貼り付けていきます。 
◆ラウンド３「ラウンド2で出された具体策の中から、来年1年間で取り組み可能な策を選び、具
体的な実施方法を話し合います。 
 

 
 

４．最後に、各テーブルの発表です 
◆各テーブルがワークのまとめを発表します。 



 第１テーブルの出た意見 



 第2テーブルで出た意見 



 第3テーブルで出た意見 



 第4テーブルで出た意見 



 参加者の感想・ふりかえり 


